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▼ 事業ごとにこのように充当しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳入決算額から充当総額を差し引いた余剰金 174,969,917 円 は、都市計画事業基金に積み

立て、後年度の都市計画事業又は土地区画整理事業に充当します。 

都市計画税は、都市計画法に基づいて行う都市計画事業又は土地区画整理法に基づいて行

う土地区画整理事業の財源に充てるための目的税です。充当先事業は、都市計画法第 59 条

の認可を受けている必要があります。主な使途として、道路整備、公園整備、下水道整

備、土地区画整理事業等があり、これらの事業に係る地方債償還金にも使われます。令和

７年度は、以下の事業に充当しました。 

【歳入】都市計画税          決算額 333,149,515 円 

※市街化区域内に土地や家屋を所有している方に課税される税金です。 

【充当】事業ごとの充当額      充当総額 158,179,598 円 

下水道事業会計負担金                45,590,050 円 

（款 8土木費 項 4都市計画費 目 3下水道費） 

公共下水道事業（昭和 50 年 11 月認可）に係る下水道事業会計への負担金に充当しま

した。 

土地区画整理支援事業（地方債元利償還金）      112,589,548 円 

（款 11 公債費 項 1公債費 目 1元金及び目 2利子） 

過去に実施しました北松原土地区画整理事業（平成 3年 4月認可）や富士塚土地区画

整理事業（平成 25 年 2 月認可）に係る地方債の元利償還金に充当しました。 


